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１．はじめに  

都市感潮河川である神田川と日本橋川は，降雨時に

合流式下水道越流水が流入するため，降雨後の水質汚

濁が深刻な問題となっている．抜本的な水質改善には，

流況の改善が必要であると考えられる． 

日本橋川は神田川からほぼ直角に分流しており，そ

の構造が神田川・日本橋川の配分流量に影響を与えて

いることが考えられる．例えば，加藤ら(2010) 1)は観測

を基に洪水時の神田川・日本橋川の分流率は，約 7:3 で

あることを示した．しかし，平水時や潮汐を考慮した神

田川・日本橋川の配分流量に関する研究はほとんどな

い．本研究では，非定常平面 2 次元流れの解析を用い

て，神田川・日本橋川分流部における配分流量の数値実

験を行った． 

２．対象河川 

図-1 は本研究で対象とする神田川と日本橋川の流域

図である．本図には，国土交通省が管理している潮位の

観測地点 （霊岸島観測所）も併記した． 

神田川は都心を東に流れ，隅田川に注ぐ荒川水系の

一級河川である．日本橋川は，JR 中央線水道橋駅付近

で神田川より分かれる派川であり，全川が感潮域とな

る一級河川である．神田川流域は計画高水流量を 500 

㎥/s と設定し，超過確率 1/20 規模の降雨（75 mm/h）に

対応することを目標に，現在も整備が進められている．

本研究では，特に神田川・日本橋川分流部周辺を対象領

域として解析を行った． 

３．数値実験の方法 

本数値実験では，非定常平面 2 次元流れの解析が可

能である iRIC Nays2DH を用いた 2)．図-2は計算領域と

河道の横断測量地点，表-1 は計算条件を示している．

河道は東京都から提供いただいた 11 地点の横断測量デ

ータを使用した． 

神田川・日本橋川の下流端水位は霊岸島観測所の潮

位データを与えた．下流側の条件は，2022 年最高潮位

記録日，2022 年最大大潮記録日，2022 年最小小潮記録

日，電波式流速計による流況観測を実施した 2022 年 10

月 7 日の 4 つのケースである． 

上流端流量には平水から高水まで 60 ㎥/s，80 ㎥/s，

100 ㎥/s，200 ㎥/s，300 ㎥/s，400 ㎥/s，500 ㎥/s の 7 つ

のケースを想定し，いずれも 24 時間一定で与えた．数

値実験は下流側の潮位と上流側の流量の条件を組み合

わせて 28 ケースで実施した． 

表-1 計算条件 

図-2 神田川と日本橋川分流部における計算領域と
横断測量地点 

図-1 神田川と日本橋川の流域図 
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４．解析結果 

図-3 は上流端流量と下流端水位，日本橋川への流量

配分率の関係図である．上流端流量が増加すると，日本

橋川への配分率が大きくなる傾向が示された．上流端

流量が 200 ㎥/s 以上の場合，日本橋川への配分率は約

50%となり，神田川と日本橋川に，概ね同量が流下する

ことが示された．また，同じ上流端流量の条件下で下流

端水位を変動させた場合の配分率の変化量は，上流端

流量が多いほど小さくなり，上流からの流量が多くな

ると，潮汐の影響が小さくなること示された．この結果

から，上流からの流量と潮汐は神田川・日本橋川の配分

流量に影響を与えるが，上流からの流量の方が潮汐に

比べ，流量配分率に与える影響が大きいと推察できる． 

図-4 は日本橋川への配分率が最小である場合の神田

川・日本橋川分流部の流速ベクトルと水深図である．上

流端流量が 60 ㎥/s，下流端水位が-0.06 m（干潮時）の

ケースである．日本橋川へ分流した直後で逆流がみら

れ，流況の乱れが発生していることから，日本橋川へ流

下しづらい流況が形成されていることが確認できる．  

図-5は上流端流量と下流端水位，(a)日本橋川と(b)

神田川の下流端流速の関係図である．日本橋川と神田

川を比較すると上流端流量が 100 ㎥/s 以下の場合，神

田川の流速は概ね 1 m/s 以上であるのに対し，日本橋

川の流速は概ね 1 m/s 未満であり日本橋川の流速は神

田川の流速と比べて小さく，潮汐によって河川水が滞

流しやすいことがわかった．一方，上流端流量が 200 

㎥/s 以上の場合，日本橋川の流速が 1 m/s 以上になり

下流まで大きい流速を確保できることがわかった．  

５．まとめ 

本研究では数値実験により神田川・日本橋川分流部

における配分流量の推定評価を行った．その結果，上流

からの流量と潮位が神田川・日本橋川の流量配分率に

影響していた．上流からの流量が100 ㎥/s以下の場合，

日本橋川の流速は小さいが上流からの流量が 200 ㎥/s

以上の場合，潮汐に関わらず流速は大きく，水質改善に

寄与できる可能性がある．  
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図-3 上流端流量と下流端水位，日本橋川への
流量配分率の関係図 

図-4 日本橋川への配分率が最小である場合，
2022年最大大潮記録日の干潮時の神田
川・日本橋川分流部の流速ベクトルと水
深図 

図-5 上流端流量と 2022年最高潮位記録日の下
流端水位，(a)日本橋川と(b)神田川の下流端
流速の関係図 
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